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　新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19）の影響は、2019 年 12 月に中国武漢で
発生して以来収まるところを知らない。日本国内でも 2020 年 1 月 16 日に初の感染者が
確認されて以来猛威を振るい続けている。厚生労働省によれば、2020 年 10 月 18 日時点
で 2,856,161 件の PCR検査が実施され、10 月 20 日現在では 93,480 例の感染者、うち 1,676
名の死亡者が確認されている。経済面をはじめとした国民生活は歴史的に大きな打撃を被
り、未だ完全な収束への道は見通せていない。
　2020 年 4 月 7 日には、新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号。
以下「特措法」」）第 32 条第 1項の規定に基づき、新型コロナウイルス感染症（同法附則
第 1条の 2第 1項に規定する新型コロナウイルス感染症をいう）に関する緊急事態が発生
した旨が宣言され、全国 7府県に対し発出された。その後宣言の区域変更がなされ、4月




施すべき期間を 5月 31 日まで延長することが宣言され、実施すべき区域は引き続き全都
道府県とされたが、同月 25 日には特措法第 32 条第 5項の規定に基づき、緊急事態が終了
した旨が宣言された。こうした状況の中で、高等教育の場では対面授業を前提とした従来



























学 1年生は当初予定より１週間遅れの 4月 14 日から、2年生は当初予定より 10 日延期の
4月 13 日からの開始となった。しかし学内での新型コロナウイルス対策本部において授





その後、4月 10 日には愛知県緊急事態宣言が発令、同月 16 日には国から特定警戒都道府
県に指定された。
　こうした状況のなか、本学では 4月 20 日～ 5月 2 日を自宅学習の期間と設定し、授業
の課題を実施することが決定した。4月 17 日の発送予定で各教科の担当教員から課題を
郵送し、学生は自宅で各自学習を進めていくこととなった。また、学年歴に補講期間を追
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加することも併せて決定した。前期の授業回数を確保するという観点から、これらの課題
は授業 2回分に相当するものとして発信するが、他方では授業 1回 1回の質を担保すると
いう観点から学生との双方向的側面にも重点を置き、学生からの質問がある場合にはメー
ルで応じること、授業再開後にはこれらの課題についてフィードバックをすることも併せ
て確認された。また、対面授業再開後の講義時間は、1コマにつき 10 分延長して「100 分」
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図１．名古屋柳城短期大学音楽Ⅰ・Ⅱ（ピアノ）グレード学習カード（表面）

































き歌い演奏、の演奏動画を添付した。それぞれ 30 ～ 80 秒の短い動画のため学生への通信
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名詞−形容詞 出現頻度 スコア ネガティブ／ポジティブの別
テンポ−速い 7 7.00 ネガティブ
緊張−速い 4 2.50 ネガティブ
声−小さい 3 2.40 ネガティブ
元気−良い 2 1.00 ポジティブ
歌唱−良い 2 0.29 ポジティブ
援助−良い 2 0.29 ポジティブ
声−出にくい 1 1.00 ネガティブ
本番―弱い 1 1.00 ネガティブ
子どもたち−歌いやすい 1 0.67 ポジティブ
歌−小さい 1 0.40 ネガティブ



















































の状況を受け 7月 27 日からの前期対面授業を中止し、遠隔授業に切り替えることが 7月




時間帯は、原則として 9時～ 17 時までとし、許可を受けた場合も、学内での滞在時間は























































名詞−形容詞 出現頻度 スコア ネガティブ／ポジティブの別
声−小さい 9 7.50 ネガティブ
テンポ−速い 7 3.73 ネガティブ
緊張−速い 5 2.00 ネガティブ
子どもたち−歌いやすい 3 2.40 ポジティブ
声−大きい 3 0.92 ポジティブ
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ミス−少ない 1 1.00 ポジティブ
息−しづらい 1 1.00 ネガティブ
強弱―多い 1 1.00 ポジティブ
本番−弱い 1 1.00 ネガティブ
リズム−良い 1 0.40 ポジティブ
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　新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19）による様々な影響により、高
等教育の場では対面授業を前提とした従来の教育モデルが崩壊し、本学も多大な
影響を受けたところである。特に新入生は集団に帰属意識（identification）をも
つことができないままに未知のウイルスに対する恐れや外出制限によって、思い
描いていた大学生活が突如遮断されたことによる不調も懸念された。
　本稿では、保育者養成校での非対面型授業における弾き歌い曲学習支援を目的
とし、その成果と課題を探った。4月から 9月末現在に至るまで 2度の休校措置
を行い、その後遠隔授業および対面授業の両方を実施した本学での授業形態を
全 5期に分けて考察したところ、第Ⅰ～Ⅴ期における学生の学びとしては、3段
階のステップから成り立っていたことが分かった。第 1段階は、第Ⅰ～Ⅱ期（非
対面授業期）に実施した教員側からの具体的な助言による注釈付き楽譜とYou	
Tube を利用した演奏動画を活用し、それらから各々で達成目標を設定するとい
う個人的で内省的な学びのステップである。第 2段階は、第Ⅲ期（対面授業期）
に他学生の演奏を聴取できたことによる「内的目標＋他者聴取からの気づき」と
いう、客観的な学びのステップである。第 3段階は、第Ⅴ期（非対面および対面
授業混合期）における「自己目標達成＋子ども側からの視点としての気付き」と
いう、実践的な学びのステップである。どのステップにおいても学習過程に学生
自身が能動的に関わり、自己の認知活動や行動をコントロールしながら効果的に
学習目標を達成していこうとする自己調整学習（self-regulated	 learning）の姿
がみられたことと、自由記述の分析により、今回実践したような入学後の初期教
育においては非対面型学習と対面型学習を織り交ぜた授業形態が有用であったと
いえる。ただし一方で、非対面授業期における両手演奏（歌唱無し）から弾き歌
いへの円滑な移行や、全期において感染症予防に努める中での発声法や声楽的指
導には大きな課題が残った。この制限がいつ解除されるか未だ不透明な情勢のな
かで、これらの問題を解消できるための新しい授業形態を取り入れながら、1年
次後期および 2年次への実践的な学びへ結び付けていくことが課題である。
　専門性の高い保育者の育成のため、また演習科目における遠隔授業が効果的に
活用されるため、今回の分析を生かしながら今後は ICTを活用した学習支援シ
ステムの検討にも力を入れていきたい。

